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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　本日御出席の皆様には、日頃から、京都府政、特に私どもの担当しております防災・減災の分野におきまして、格別の御支援と御協力をいただいておりまして、まずもってお礼を申し上げます。

　昨年は、大阪府北部地震や７月豪雨、台風２１号等、相次ぐ台風の襲来と、京都では度重なる災害に見舞われまして、府内で５名の方がお亡くなりになり、約１万５千戸の家屋被害、約１，６００箇所の公共土木施設災害など、甚大な被害が発生いたしました。

　京都府では、これらの災害を検証し、今後の防災減災対策に活かすため、昨年１０月に検証会議を設置し、学識経験者や国土交通省等、関係機関にも御参画いただき、課題の抽出や今後の対応等を検討してきたところでございます。６月上旬に開催をしました京都府防災会議において、検証結果を報告し、地域防災計画の改定にも反映することとしております。

　本日は、京都府が取組む防災減災対策の推進について、ご説明させていただきます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○Ｐ９
　これまでの平成３０年災害の検証も踏まえ、「水防災意識社会の再構築」に向けた京都府が取組む主なハード対策・ソフト対策について説明します。
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プレゼンテーションのノート
○Ｐ９
　これまでの平成３０年災害の検証も踏まえ、「水防災意識社会の再構築」に向けた京都府が取組む主なハード対策・ソフト対策について説明します。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○Ｐ１５
　次に、昨年度６２基の危機管理型水位計を設置し、防災情報の充実を図りました。これにより、これまで水位計の設置されていなかった中小河川において水位観測が可能となりました。今後、リアルタイムで水位情報を提供するとともに、避難判断の目安となる水位設定を行うことで、円滑な住民の避難行動へ繋げていきたいと考えています。


3. H/NR[INZ I VT 5w 5af b D X 2 (/KB KB E Xk X))
[ABhEE] B TREND DRZERFTES Y EH]] IZHEDSZHOKBAEEXERX 2 /A
OIKIE K AETE IR X DVERK - AFR
- 2 TONFEBEE)I (3 7 7)) I2OWTHEE
B RBAERE N IZ & 5 KR K ARE XI X 2 (EAR
L. AET D,
- BITE, 233 ZFNFTFE (5F0 2 45 H KEFA)

RN - B A B AR RS (£ ) (AR

sy ] .
e &) = !

IR - B AEAEERME (S HE) EERARR)

[Nl . RERE PG, il i B
=Ml U R Rl .
r LR o = | 27 gl
v "N & g’
RN o X i - : =
i e - .3
A B ‘ !
~ i

a"n s e m— W

<PIKIZARABE Kk [X D AFKH P >
https://www. pref. kyoto. jp/sabo/kouzui_sins

_rlﬁ‘m]‘*{l‘c:%l/ \‘/C/\v]jib‘ ]\\‘7 D 706‘:&@% ui/kouzuisinsuisouteikuiki. html 13



https://www.pref.kyoto.jp/sabo/kouzui_sinsui/kouzuisinsuisouteikuiki.html

FUNAINS & 1T S HKRE (FF1247 A 8H FRIokF3077tR)

==~
=BAXRimE 2. 06m

2 fiE [rm]
1

15 F /\

.

e — . 0.0

EHERR KM SREMNE —
— - 7/8 5:20 1.8m (F&EKEAL)

-G = :
'%3,:5E| OO0 01:50 0250 03:50 04:50 05250 0650 0750 0850 09:50 10:60 11:50

077 O7ing
bR R [Imm] B N0RE [mm)

45 R L]
= =

| REERA33mm/h .

i - &0

18 = - 40

g - 4 o
- ]

QAﬂU 20:00 gz.00 08:00 14:00

D707 pring

04:00 | G500 | OBy 00 | O7:00 | 08200 | 69:00 | 10:00

i I 7 2 1] ] 0

26 64 il ga B8 a8 g4 14




	　各市町における避難体制の取組
	目　次
	目　次
	京田辺市の感染症対策
	スライド番号 1
	スライド番号 2

	【京都府】淀川管内水害に強い地域づくり協議会資料
	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8

	【京都府】淀川管内水害に強い地域づくり協議会資料
	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8

	
	　各市町における避難体制の取組
	目　次
	目　次




